
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

「未来を切り拓く生徒が育つ中瀬中」を目指して 
校長 香 西 雅 斗 

インフルエンザの流行が心配されていましたが、２年生全員１２３名が揃って、「平成最後の

スキードラマ“中瀬丸”」に出発しました。 

晴天で暖かく、しかも前日に新雪が積り、最高

のコンディションの一日目となりました。２年生

の６割以上となるスキー初級者も、宿舎「鈴本」

の脇にあるポニーゲレンデで、スキー板の履き方

からスタートし、あっという間にボーゲンで滑れ

るようになりました。 

ところで、１月の２６日（土）２７日（日）は

都立高校の推薦選抜がありました。内容は５～６

人の集団討論と個人面接です。また小論文がある

学校もあります。 

中瀬中では推薦選抜の受験者を対象に、昨年度までの情報をもとに何回か練習をしました。練

習をする中で感じるのは、『普段の授業でする学習の大切さ』です。例えば小論文を国語の授業

で学んだ“序論・本論・結論”の形式で書くことです。ある課題（例：水資源やボランティア意

識）について、複数のグラフを読み込み議論することはいろいろな授業でやっています。また一

つのテーマ（例：地域の活性化や日本文化の紹介）に取り組むときは、地理や歴史、政治、経済

など多面的に考えることが大切です。いずれにしても、自分の経験や想像力を使うだけでなく、

授業で学んだことを活用する力が求められています。 

さて、今年の西高校の集団討論のテーマは「フードロス」でした。また昨年度の大泉高校の面

接では「国際社会でリーダーシップを発揮するために必要な力」について質問されました。「フ

ードロス」は今年中瀬中で学び、考え、取り組んだテーマです。また中瀬中は「国際社会」につ

いて、昨年度から留学生との交流体験を行っています。このように中瀬中が学校全体で取り組ん

でいることが、推薦選抜に出題されています。 

でも中瀬中は、推薦選抜に出題されるから取り組んでいるのではありません。障がい者との交

流も含め『これからの社会で求められること』だからこそ学校全体で取り組んでいるのです。そ

して、これからの社会で求められることだからこそ推薦選抜に出題されるのです。 

これ以外でも中瀬中は、学校図書館の科学や社会について学べる新書の充実を図り、さらに生

徒たちが学校司書と相談しながら朝読書の本を選ぶようにしています。これも『これからの社会

で求められること』を見据えての取り組みの一つです。 

これからも中瀬中は『未来を切り拓く生徒が育つ中瀬中』を目指して前進していきます。よろ

しくお願いいたします。 

                           平成３１年１月３１日 発行 

【教育目標】 

【知】自ら学び、考え、進んで行動する人 

【徳】互いを尊重し、協力する人 

【体】心身ともにたくましく健康な人 

     杉並区立中瀬中学校 

下井草４－３－２９ ℡３３９９-２１９６   

＜一日目のレッスンは２時間。右奥が鈴本です。＞ 



中瀬中の特色ある取組 

＜電子黒板を使った公民の授業＞ ＜桃五小・八成小と合同挨拶運動＞ ＜ALT と英語の授業＞ 

 

 
 

 １月１２日（土）の『中瀬言葉の検定』では、1 年生 3 人を含む

たくさんの一級（４０全ての暗唱を達成）取得者が生まれました。

また『中瀬言葉の検定～上級編～』に挑戦している 4 人はすでに半

分の２０の暗唱を達成しました。 

２月１６日の土曜授業は、1 年生の「お仕事見本市」です。これ

は学校支援本部「結」の協力で、建築士や保育士、フラワーデザイ

ナー、お米屋さん、飲食店、農家など様々な職種の方に体育館でブ

ースを開いてもらい、生徒たちがインタビューに回るという、中瀬

中で何年も続いている取組です。土曜授業はすべて公開されていますので、どうぞご参観ください。 

土曜授業ではありませんが、2 月１２日（火）に、NPO 法人「わかもののまち」の代表理事土肥 潤也

さんが来校され、２時間目に体育館で１，2 年生全員でお話を伺います。その後３～６時間目に１年生各

クラス、１３日（水）の１～４時間目に２年生各クラスでワークショップを行います。 

１２月のマクジルトンさん

のボランティアの授業で考え

たことを発展させ、自分たちの

まちを作る一歩目の踏み出し

方を、みんなで考えていきます。

こちらもよろしければご参観

ください。 
      

２月の予定           ○S …ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ出勤日 

日 月 火 水 木 金 土 

   1/30 31 2/1 2 

   冬季移動教室（２）  都立推薦発表  

3 4 ○S         5 都立一般出願 6 7 8 9 

東京駅伝 ２年振替休業日  専門・中央委員会    

10   11 ○S生徒朝礼12  午前授業 13 14 15 16 

 建国記念の日 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学習 ②

1・2年、③~⑥1年 

ﾎ゙ﾗﾝﾃｨｱ学習 

①~④2年 

新入生保護者 

説明会 

和楽器体験2年 お仕事見本市 

1 年 

17 避難訓練 18  ○S        19 職員会議 20 21  22 23 

     都立一次入試 都立一次入試 

24 25       26 27 28  3/1 3/2 

  学年末考査 

社・国・保体 

〃 数・英・音 〃 理・技家・美 

専門・中央委員会 

 都立一次発表  

↑ 2/27(水) 図書委員八成小１年生に読み聞かせ 

＜３月の予定＞ 5(火) 3 年もちつき大会、 6(水) 3 年セーフティ教室、１・２年保護者会、 7(木) ３年保護者会 

 9(土) 学習作品展、 18(月) 三年生を送る会、 19(火) 卒業式、 22(金) 全校美化、 25(月) 修了式 

 
    

 

 

 

 

 

＜中瀬言葉の検定官は保護者＞ 

＜わかもののまちの HP より＞ 私たちが考える７つの「わかもののまち」 

・すべての若者が市民としての権利があることを理解している。 

・すべての若者が自らに影響を及ぼすことについて意見表明できている。 

・若者を含めたすべての人が互いに応援する・される関係になっている。 

・すべての若者が「やりたい」を認識し、表現し、実現できる機会・環境がある。 

・すべての若者が自らに影響を及ぼすことについて、若者が主体となって行動で

きる機会・環境があり、そのことを若者が理解している。 

・すべての若者が価値ある存在であり、社会に影響を及ぼすことができている。 

・すべての若者が静岡を「わたし・わたしたちのまち」と思えている。 


